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事業対象
 最終的な対象

区民・区内中小企業・起業家
同上

8

8

２９年度

3,332

7,953

25,846

0

　 産業研修センター管理運営委託内容
都

台東区内の中小企業の振興及び勤労者等の福祉の向上、並びにものづくりに携わる事業者の育成を図り、もって区内産業の
活性化に寄与する。
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1

卒業企業数

卒業者の区内定着数

200.0%

200.0%

6

評価の理由

実績

465

9

 直接の対象

産業研修センターは長年にわたり、台東区の中小企業の振興及び勤労者等の福祉の向上、地場産業の活性
化に寄与しており、必要性がある。

各種講座・研修等のニーズに合わせた事業内容・開催を図った。

23,135 16,399 24,170
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

16,369

２８年度

成果指標

4,010　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

27,146

18,308

３１年度

目標値

22,514

前回評価から29年度
に改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

1,676

0

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 23,503

3,373

2,675

19,074

3,643
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2

手段の適切性

3
評
価
の
視
点

評価

3

今後の方向性

維持

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

浅草ものづくり工房を主軸とした、ものづくり分野のクリエイター等を支援する研修センター事業
は、卒業企業数、卒業者の区内定着数ともに着実に成果を伸ばしている。また、区内中小企業の
振興のための研修事業の実施など区内産業の活性化に必要な事業であり、今後も適切な運営管
理を行っていく。

指定管理者制度により、柔軟で的確な管理運営を行っている。

台東区内の中小企業の振興及び勤労者等の福祉の向上、並びにものづくりに携わる事業者の育成を行うため
の施策として事業実施できている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 3

効率性

事
務
事
業
の
実
績 4,828　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

16,217

30

550

平成３０年度　事務事業評価シート

（１）中小企業の経営革新支援

東京都台東区立産業研修センター条例
東京都台東区立産業研修センター条例施行規則

根拠法令等

事務事業名 産業研修センター管理運営

　

産業振興課

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

浅草ものづくり工房

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

補助金の有無

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅰ-１．産業の活性化

 [施　　策]

年度

２７年度

なし

0

15,701

5

２７年度

所
管

文化産業観光部

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

523

9

実績

520

9

550

9

指標の名称

会議室貸出件数

ものづくり工房入居者数

目標値

94.5%

②創業・起業の促進

条例・規則

全部委託

・中小企業に対する研修に関すること。
・中小企業に関する情報の収集および提供に関すること。
・中小企業に勤務する者等の福利厚生に関すること。
・創業を目指す者等の支援に関すること。
・産業研修センターの施設の管理及び利用に関すること。

100.0%

達成率
単位

件

社

社

社

２８年度

9

5

２９年度


